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☆入を用いたC．Ⅰ．：入CJ  皿 はじめに   

AHPの一対比較における結果の妥当性を表  

わす指標の一つとして整合度（ConsistencyIn－  

dex：C．Ⅰ．）の概念がある．一対比較が完全な整  

合性をもつ場合は，この値は0であり，それが  

大きくなるほど，不整合性は高いとみる．本シ  

ミュレーション比較研究では，AHPの整合度  

C．Ⅰ．と，回帰モデルの整合度指標である決定係  

数（Contribution：R2），残差平方和Qそして  

要素の対数をとった残差平方和Q′と，情報量  
基準（Akaike，sInformationCriterion：AIC），  

C．Ⅰ．距離岬cJ），そして今までは固有ベクトル  

法からしかC．Ⅰ．を求められなかったが，各ウェ  

イト推定法で推定されたウェイトベクトルを主  

固有ベクトルとみなし，最大固有値相等の入を  

逆算し，これを用いて計算したC・Ⅰ（入CJ）との  

関係を比較検証する．  

入CJ＝（入－れ）／（m－1） （6）  

（7）  

ここで，霊iブ＝ヱ‘／∬Jのご‘は項目豆の推定ウェ  
イト，β（＝m（几－1））はサンプル数，V（α）は叫  
の分散である．  

3 シミ皿膨臼ション実験  
3．皿 概略   

本シミュレーション比較研究では，AHPの整  
合度C．Ⅰ．と回帰モデルの整合度指標である決  
定係数（Contribution：R2），残差平方和Qそ  
してこの残差平方和の個々の要素に対数をとっ  

たQ′と，情報量基準（AJC），C・Ⅰ距離岬c′），  
入CJをそれぞれ定義しCエとの関係を比較検  

証していく．  2 C。Ⅰ。以外の整合庶民度  

☆残差平方和：Q，Q′  

Q＝∑（αiゴー誓）2 l〃j  

3．2 実験条件  

☆対象となる次元数：れ  

一対比較行列ならびにウェイトベクトル   

の次元数であり，恥cusノードの場合は，   
Criterionの数で，Criterionノードの場合  
は代替案の数に相等する．本実験において   
は，m＝4，8，12について行う・  

☆真のウエイトベクトルぴの仮定  

実験で用いる真のウェイトベクトルwを  

次式   

w＝【れ，れ－1，…，1】T／れ（れ－1）  
で与える。  

☆摂動の仕方   

一対比較行列の測定値をA＝叫，整合行   
列をⅣ＝明（勒＝叫／叫），誤差行列部   
分をβ＝eijとすると，  

A＝Ⅳ＊β  （8）  

（1）   

i≠j  

Q′＝∑（logαiゴーlog叫＋logwj）2（2）  

i≠メ。   

☆決定係数：月2  

月2＝  

☆情報良基準：AJC  

（3）  

AJC＝βlog（Q／β）＋2×（れ＋1）（4）   

☆c．Ⅰ．距葡：βc′  

（5）  
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で表せる．ここで（8）式は，要素毎の積  

（elementwiseproduct）を表す行列演算で   

あり，β＝β＊Cにおいて屯＝毎×cij   

となる・本研究では，βが区間【0．5，1．5】上   

の一様分布にしたがう場合を想定して，シ   

ミュレーション実験を行なった．   

☆データの収集法   

母集団から抽出した標本数をmとし，   

m＝100場合について計算し，各々の定義   

された整合度指標をグラフ化して比較評   

価する．  
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実験条件に基づいたC．Ⅰとその他の各種整合  

度の関係を以下に示す．（れ＝4）  
◆入CbY ←入Ckm 一入Cbnt  
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・Qでは正比例しているがバラつきが大き   

い．一方，Q′ではほぼ相関1の正比例をし   

ている．   

●入CJでは固有ベクトル法のみがC．J．に等   

しいが「上）c7－1」では固有ベクトル法以   

外でもC．J．に等しい．   

●固有ベクトル法以外の推定ベクトルでは   

かc′値（あるいはβcJ－1）をC．Ⅰ値相等   

として使うことを推奨する．  
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4 おわりに   

本研究において，様々な整合度指標を用いて  

C．Ⅰとの比較評価を行なうことで上述のような  

結果が得られた．今回は様々な整合度指標と  

C．Ⅰとの比較であったが，今後は他の整合度指  

梗同志の比較，他の摂動の仕方の下での実験さ  

らにCエの示す整合度が本当に妥当性が正し  

いかを検証していきたいと思う．  
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